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はじめに
佐渡島は北北東~南南西の方向に平行して連なる 2列
の隆起部をなす大佐渡，小佐渡の2大山脈からなり，両
山脈の聞は国仲平野と呼ばれる低地帯で，そこには広く
発達した段丘，砂丘列，沖積平野，潟湖を擁する。
日本海に浮ぶ本島は，日本海域の第四紀地史を編むに
は地質学的に重要な位置を占めるとみられるし，海岸段
丘群の発達は海水準変動と， 2大山脈の隆起運動との関
連を調べる恰好の地域となるであろう。
小佐渡の最南端にある小木半島には，屋根部まで数段
の段丘地形が極めて良く発達する。調査地はその東方に
あたる羽茂町南部で，羽茂川下流域の左岸側に位置す
る。狭長な範囲ながらも，東側の山地より，数段の段丘
地形を確認できる。その中位の段丘は数 10mの堆積物
からなる堆積段丘で，極めて特徴的な性格をもつよう
である。
佐渡島の地勢については古く中島謙造 (1892)が地学
雑誌に大佐渡山脈の命名，段丘地などについて記述した
ことに始まり，下村彦一 (1925)，外山四郎 (1927)，坪
谷幸六 (1933)によって数段の段丘地形が確認されてい
る。最近では，太田陽子 (1964)の大佐渡沿岸の海岸段
丘，太田陽子ほか (1976)の佐渡小木地震による土地隆
起，鈴木郁夫ほか (1976)の佐渡島の新期断層地形，高
野武男ほか (1976)，歌代勤ほか (1977)の佐渡島の段
丘地形区分と堆積物について記述された。これらの研究
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によって，佐渡島に分布する段丘群の区分，広がり，特
徴などが明らかにされ，とくに第四紀の地殻変動に関連
しτ論考されている。一方，国仲平野の第四系について
調査した佐渡国仲平野団体研究グループ (1966)は佐渡
島における第四系の標準層序を確立した。一方，羽茂川
下流の段丘については，赤羽修 (1972)の報告で詳しく
論じられ，完新世の段丘についても田村明子 (1979)に
よって報告されている。
筆者らは，小佐渡南部地域の第三系について調査して
いる(小木団体研究グループ， 1976;第E期小木団体研
究グループ， 1978)が，今回，羽茂川下流部の左岸に著
しく発達する段丘および，段丘堆積物を調べる機会をも
ち，本論で述べるような新知見を得たので報告する。
ここでは，段丘と同堆積物を中心に記載し羽茂平野東
縁部の第四系層序，とくに大谷層について記述し，それ
らにまつわる若干の地質学的な問題を考察する。佐渡島
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全域にわたる第四紀の地形発達史および日本海域の新生
代地史を明らかにする 1資料になれば幸いである。
本調査を実施するにあたり，羽茂町役場より同町発行
の地形図を提供された。また県立羽茂高等学校，民宿大
橋荘より調査の使宣を計っていただいた。これらの諸所
に厚くお礼申し上げます。
本稿を草するにあたり，永年佐渡の博物学の先達者と
して後輩の育成にあたられた故菊地勘左エ門先生に厚く
お礼申し上げ，ご冥福を願う次第です。
地形・地質の概要
羽茂JI下流に拡がる羽茂平野は，小佐渡山脈経塚山よ
り南西方へ延び小木半島に至る丘陵と，南方へ延び野崎
鼻に達する笠取山系に挟まれた羽茂川によって形成され
た沖積平野である。両側の丘陵地と東側の山地は，地形
的に極めて対照的であるが，大佐渡，小佐渡山脈の一般
的傾向にみられる西側斜面の緩傾斜地形，東側斜面の急
傾斜地形をなし，前者に段丘面を発達させる。両者の境
にあたる羽茂川にほぼ沿って，羽茂川i断層など数本の断
層が地形的にも地質的にも認められ，この地域の地形の
形成に大きな関連をもっているようである。
調査地の東部を占める山地には，数段の山頂平坦面が
識別される。
山麓部に発達する段丘群は，上位より，大石山田 I
面，同E面，中位の段丘群として，大谷I面，同E面，
下位の段丘群として岡田 I面，同E商，同E面に区分さ
れる。なお，北部の尾平川付近を境にして，その以北は
以南に比べて段丘の発達が，極めて悪くなり，弘仁寺に
至る東西の屋根にわずかにみられる程度となり，その性
格も以南とは異なるようである。さらに，以北では羽茂
川両岸を除いて，ほとんど段丘の発達を認めることがで
きなくなる。
表 1 層 序 表
時 代 大佐渡・国仲標準層序 羽茂平野東縁部 岩 膚
完新世 沖 積 層
問問薗群 疎
第
段 堆積 物
丘
四 堆
更新世 上部;含穣砂
国 仲 層 積 大 谷 膚 中部;泥，砂互層
紀 物 下郎;砂.11事，部分的に泥をはさむ
積、
赤 坂 層
大石山田菌群 砂，様〈くされ磯)
堆 積 物 粘土〈赤色化)
河 内 層 11 J] flJr[ v沢 根 層
鮮新世
山 回 Ilj 層 育緑色塊状泥若
第 中 山 層
野 回 山 層 暗灰色佳藻土質泥岩
一 鶴 子 層 鵠 子 寵 暗灰色頁岩
紀 中新世 下 戸 層 下 戸 、層 砂岩.R事岩
先下戸層 先下戸層 安山岩質火停岩類基盤岩類 火砕岩類
野田山層と山田川層は本調査地域に分布していない
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図 2 地形・地質模式断面図
1 :火砕岩類， 2:下戸層， 3:鶴子層， 4:大石山田面群段丘堆積物， 5-1:大谷層下部層，
5-2:大谷層中部層， 5-3:大谷層上部層， 6:岡図面群段丘堆積物
つぎに，本地域に分布する地層は，表1に示すよう
に，下位より第三系中新統の安山岩を主とする火砕岩類
(先下戸層)，その上に不整合で重なる第三系の下戸層，
鶴子層である。さらに，第四系は各段丘を構成する赤色
土，褐色土を伴う段丘堆積物，沖積平野下の沖積層，新
砂丘をつくる砂丘砂などからなる。
地形について
A 山頂平坦面
尾平川以南では，海抜 250m~270m， 220m~250m， 
200m~215m の 3 面，尾平川以北で、は，海抜 340m~
350m， 285m~295m， 200m~270m， 200m~215m の 4
面が識別された。いずれも分布範囲は狭いものである。
B 段丘菌
段丘面の発達は，尾平川の以南で極めて良く，以北に
なると，弘仁寺へ通ずる尾根沿いに，南から続くとみら
れる段丘面の他，弘仁寺の周囲にも狭いながら数段の段
丘地形を認めることができる。これらの段丘群は，段丘
面の高度，分布，解析の程度，堆積物などから 3群に大
別される。上位より，大石山田面群，大谷面群，岡田面
群とした。つぎに，上位の面よりのべる。
a. 大石山田 I面
海抜 105m~135m. 下位面との比高は 10m~20m. 調
査地の北部の大谷部落より，南部の大石山田部落まで，
幅広く最もよく発達する。平坦面は良好であるが，山地
側に発する深い谷や台地に発する谷で解析される。面の
高度は南にいくほど下る。尾平川以北にも，対比される
面を残す。
b. 大石山田E面
海放 75m~110m. 下位面との比高は 5m~10m. 1 
面の西側で南北にのびるように分布する。面積は I面よ
りも狭い。平坦面は良く残されるが， 1 菌と同様に深い
谷で解析される。この面に発する谷もみられる。面の高
度は西へ下るとともに，南で低くなる。尾平川以北では
発達が極めて惑い。
C. 大谷I面
海抜回m~90m. 下位面との比高は 15m~20m. 大石
山田E商の商側で南北に細長く分布する。面積は大石山
田I面に次ぐ。平坦面は少なく，他の面に比べて著しく
解析される。面の高度は西と南へ向って下る。
d. 大谷E面
海抜 50m~45m. 下位面との比高は約 10m. 南部の海
岸よりに分布する。平坦面を良く残す。深い谷で解析さ
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図 3 段丘区分図
1 :古期崖錐性堆積商， 2:山頂平坦商， 3~5: 弘仁寺周辺に分布する
上位段丘群， 6:大石山田 I面， 7:大石山田E面， 8:大谷I面， 9:大
谷E面， 10:岡田 I面， 11:岡田E面， 12:岡田E面， 13:岡田面群に
対比される段丘商
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図 4 地形面の高度分布図
凡例は図3に同じ
れる。
e. 岡田面群
高位より I~班面に細分される。 I 面 2 海抜 25m~
45m. n面; 10m~25m. m面; 6m~25m. 羽茂平野の
東縁に沿って分布し，とくに岡田部落付近では広く発達
する。尾平川の出口付近にも，海抜 20m~30m の小規
模な段丘面をみる。
なお，弘仁寺周辺では，小規模な平坦面が海抜 150m
~160m， 145m~170m， 160m~175m に分布する。尾平
川以南の段丘面との対比は不明である。
地層各論
A 第三菜
調査地域の第三系は，下位より，先下戸層の火砕岩
類，下戸層，鶴子層で構成される。
a. 先下戸層の火砕岩類
従来，三瀬層，経塚山層(島津光夫ほか， 1977)と呼
ばれた中性~酸性火山岩類である。笠取山系が海上に突
き出る野崎鼻付近では，黒色塊状の無斑品質の安山岩で
あるが，羽茂平野東方では，安山岩溶岩，緑色に変質し
た安山岩などからなる。
b. 下戸層
大佐渡地域の新第三系標準層序の下戸層に対比される
地層である。先下戸層の火砕岩類の上に顕著な不整合で
重なる。羽茂平野の東縁および尾平川中流に分布する。
本地域では基底穣岩に始まる喋岩を主体とし，最上部に
海緑石を含む砂岩，泥質砂岩を伴う。擦は角軍事~亜円程寝
質で，基底付近では磯径 1m~2m にも達し，不淘汰磯
岩である。一般には，大磯~中礁で，上部ほど喋径が減
少し，円際質となる傾向をみる。磯種はほとんどが安山
岩からなる。段丘堆積物の磯層との判断が困難な場合も
多いが，今回は鶴子層の頁岩の有無をもって判断の重要
な基準とした。層厚は羽茂川，尾平川の合流点付近で
20m~40m 程度である。
q・鶴子層
本層は，大佐渡の新第三系標準層序の鶴子層に対比さ
れる地層である。下位の下戸層に整合に重なる。羽茂小
学校の東方で，下戸層との境界をみることができる露頭
があるほか，調査地の南部にあたる岡田部落一帯に広く
露出する。暗灰色~灰白色の頁岩からなり，層理をよく
発達させ，乾燥すると層理面に沿って平行にはく離する
性質をもっ。魚の骨，鱗の化石，Palliolum peckhami 
GABBを産出する。
d. 第三系の地質構造
先下戸層の上に重なる第三系の砕屑岩類は断層の付近
を除いて一般に綾傾斜をなしており，調査地の西半部に
広く分布する。断層は東一西性と，南一北性~南南西一
北北東性走向の2つの傾向を見る。 とくに岡田付近の
東一西性の断層を境にして，北側と南側で地質構造は著
しい対照を示す。すなわち，南部の岡田より大石にかけ
ては，東方の笠取山系より安山岩類，それに不整合に下
戸層，さらに鶴子層が重なる。これに対して北側では，
南北性と南南西一北北東性の2断層が走り，断層の近辺
では構造が著しく乱される。 2つの断層にはさまれた地
域はその両側に対して落ち込んだ構造を呈する。尾平川
の中流域には，周聞を火砕岩で囲まれ，落ち込んだよう
に下戸層の分布がみられる。第三系の地質構造は露出の
悪いこともあって充分な結論を得ているものではない。
B 第四系
第四系はおもに段丘堆積物であるが，ここでは特に大
谷面構成地層群について述べる。
a. 大石山田面群の段丘堆積物
大石山田 I面は，層厚 1m前後の薄い堆積物をのせ
る面で，一部の地域では堆積物が削剥され基盤が直接露
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出する。基盤をなす安山岩類は著しく風化し，軟質化す
るとともに，一部で赤褐色化する。堆積物は南部で径
50cm以下の門事聴や未国結の青灰色粘土，赤褐色土をの
せる。
大石山田E薗も I面と同様に薄い堆積物をのせるが，
広い地域にわたって削剥されている。 層厚は 1m 内外
で，円軍事質の中磯~細穣， シノレト質砂，赤褐色~褐色土
からなる。
b. 大谷層〈大谷段丘を構成している地層)
模式地:羽茂町立羽茂中学校裏の道路沿いの露頭
????……?????
戸 50'"
図 5 新第三系地質図
1 :岡田面群， 2:大谷層上部層， 3:大谷層中部層， 4:大谷層下部層，
5 :大石山田菌群， 6:鶴子層， .7:下戸層， 8:先下戸層火砕岩類
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図 6 第四系地質図
凡例は図5に向じ・数字は各個柱状図(図9)の露頭位震を示す
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図 7 地質断面図
凡例は図5に同じ
(図 6 の③~ m 中部層に特徴的な岩相
分布:調査地域の段丘の海抜 50m~90m 付近に分布 青灰色シノレト層を主体とし，部分的に砂層や磯層をは
している。模式地での層厚は約 30mであるが，岡田以 さんでいることがある。シノレト層は主に塊状を呈してい
南では非常に薄く，褐色化した土壌がみられるだけであ るが，平行葉理の発達している部分もみられる。
る。本層は大谷面IおよびEを構成している。 また，一般に炭質物が多く含まれているし，特に暗灰
岩相:おもに礁層・砂層およびシノレト層からなるが， 色の粘土質な部分からは植物化石が産出している。磯層
特徴的な岩相により，下部層・中部層および上部層に区 中の礁は細~小磯径の亜円~円礁が多L、。
分される。 ノ模式地での層厚は約 10mで，下位より，青灰色砂質
i) 下部層に特徴的な岩相 シノレト層，青灰色塊状粘土層，砂の薄層をはさむ青灰色
礁層を主体とし，下位では砂層を，上位ではシルト層 シノレト層，砂・シルト互層よりなっている。シノレト層か
をはさんでいることが多い。磯層中にみられる擦は，ほ らは生痕化石が，粘土層から植物化石が産出している。
とんど円~亜円礁で，下位の層準ほど磯径が大きい。特 岡田以南(⑨，⑮〉では砂・磯・シノレトの互層となっ
に基底部では大擦がめだっ。一般に不淘汰であるが，基 てし、る。
底部では比較的淘汰の良い礁が平行葉埋状に配列してい ii) 上部層に特徴的な岩相
るところもみられる。上位の層準では細~小霊祭がめだ 砂層および磯層が主体である。
ち，淘汰も良し、。際種は，おもに基盤の安山岩や石英安 砂層は比較的淘汰が良く，部分的に擦が混入してきた
山岩，鶴子層の頁岩がほとんどである。 り，平行葉理や斜交葉理の発達するところがみられる。
模式地で確認される下部層の層厚はおよそ 7mで，青 特に，大谷周辺に分布している上位の層準の砂層は細粒
灰色塊状シノレト層，粗粒砂層および事者層よりなってし、る。 で淘汰が良L、。磯層中の礁は，細粒径の円程襲が多く， -
尾平川北方〈①)，大谷西方(⑤〉では磯層の発達が 般的に不満武去、ある。
特に良く，その基底部には中~大磯径の亜角~亜門礁が 模式地での層厚は約10mで，砂と礁の不規則な互層よ
みられる。 りなっている。磯種は安山岩や頁岩がほとんどである。
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図
1 :表土， 2:泥， 3:砂質シルト， 4:砂， 5:細~小磯， 6:中~大磯，
7 :頁岩， 8:凝灰岩， 9:火砕岩類， 10:花粉珪藻分折用試料位置，
11:植物化石産出位置， 12:生痕化石
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状柱地式模層谷大図 8
岡田東方の尾根部で，穿孔された頁岩礁〈生痕化石)
が本層より産出した。
下位層との関係:下位層との関係は，模式地(③)，
F喜平川北方(①)，大谷周辺〈②，⑤)等で確認される。
①，②，⑤の地点では，下部層の様層が三瀬層の安山
岩を不整合におおっている。③では，下部層の青灰色シ
ノレト層および磯層が，下戸層および鶴子層にアパットし
ている(図10)。大谷周辺では，上部層の細粒砂層が大
石山田E面をオーパーラップし， 1面の段丘崖にアバッ
トしている(図6)。
炉、
戸英、目
20m 
2 
10 
。
陶
3 
C. 岡田面群の段丘堆積物
岡田 1j貰の堆積物は淘汰の悪い砂，礁を主としてお
り，層厚は 3m~4m 前後である。礁は下位ほど大き
し基盤の下戸層に直接のる所では，下戸層の礁と段丘
堆積物の礁との区別がつきにくい所も多い。車業種はほと
んど基盤に由来する安山岩や石英安山岩である。
岡田E面の堆積物は i面と同様の淘汰の悪い砂磯層あ
るいは砂礁を含む粘土層かななり，層厚は約2mである。
岡田圃面の堆積物は砂礁を含む粘土層からなり，層厚
は約 2mである。
5 
6 
図 9 大谷層各個桜状ー図
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凡例は図8に同じ
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肉
図 10 露頭スケッチ
羽茂小学校より大谷部落に通ずる道路
わきの露頭(図6の柱状図位置の 3). 
新第三系の上に大谷層がアパットする
植物化石
花粉化石:大谷層中部層の試料について花粉分析を試
みた(図11)。
表中の Pinus(マツ属)には二葉松型の他に五葉松
型の花粉が， Sp.05では5%，Sp. 51では2%含まれ
ている。 Quercus(ナラ属〕は 28μ を境にして，大き
いものを落葉型，小さいものを常緑型(回井:1963)に
分けた。
種子化石:種子など大型植物化石の産出層準は大谷層
生旦
Piσeα + Abies 
Taxiodiaceae 
Sa王αdopitys
T8Ug，α 
Podoσ<n'pusヲ
Satix 
AZηus 
Tiliα 
PteT'O(!，αl'ya 
Fασus 
Juglαns 
Ulmus 
Cor型Zus
CarpiれU8
Styl'，αg 
Cα8tαneα 
pZαちyaαl'yαT
Tlex 
30% 30% 30.( 
図 11 花粉分析図
中部層の踏灰色粘土層 (Loc.1， Loc. 2)であり，花粉
試料採集地 Sp.49と同層準になる。
化石はおもに堅い果実や種子が多く，破片となってい
るものもみられる。
。明
Loc. 1 
Alnus japonica STEUD・ ハンノキ果実
Chamaecyparis cfr. pisifera ENDL・
サワラ小枝
ブ ナ果実
ホオノキ種子
Fagus crenata BLUME 
Magnolia obovata THUNB・
Styrax japonica SIEB・etZucc. エゴノキ種子
Loc.2 
Alnus japonica STEUD・ ハンノキ果実
Chamaecyparis cfr. Pisifera ENDL・
Cornus controvasa HEMSL・
Fagus crenata BLUME 
サワラ小枝
ミズキ種子
ブ ナ果実
Phellodendoron amurense RUPR・キハダ種子
Quercus sp. 
SaPium sebiferum ROXB・var.
ナラ属種子
pleistoceaca MIKI コナンキンハゼ
????
Styrax japonica SIEB・etZucc・エゴノキ
Vitis thunbergit SlEB・etZucc. エピツノレ
花粉化石では， Sp. 05において Pinus等の針葉樹が
優占し，Quercusは落葉型がほとんどみられない。 Sp.
51では針葉樹が減少し，常緑型 Quercus，Tilia (シ
ナノキ属)が増加している。さらに Sp.49では針葉樹
種の減少とともに常緑型 Quercusが最優占している。
また，大型化石では，エゴノキ，ブナが特に多く産出し
ており，他にホオノキ，キハダ，サワラ， ミズキ等の
温帯性樹種がみられる。一方，Platycarya (ノグルミ
属)，コナンキンハゼは暖帯性の樹種で，佐渡島に現生
していなし、。
珪藻化石:大谷層模式柱状から採集した試料 (Sp.8，
12， 18， 19， 38， 42， 44， 46， 48， 50)の珪藻化石を検
鏡した結果，個体数・種数はともに少なく，産出種
は Coscinodiscusmarginatus EHR.， Actinocyclus 
ehrenbergi RALFSなど海棲種である。
考察・まとめ
1. 羽茂平野東縁部の段丘に関する従来の研究との
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比較 小木半島の段丘は茅原一也 (1958)により H面， M
羽茂平野東縁部に発達する段丘面については，数編の 面および L面に区分され， L面の堆積物が国仲層の穣
論文にその記述をみることができる。つぎに筆者らの結 層によく類似していることを指摘している。その後，太
果との比較を試みる。 田陽子ほか(1976)により，上位から第1，第2，第3，
a) 佐渡国仲平野団体研究グループ (1966)の段丘分 第4，第5，第6段丘と1802年段丘が区分され，上位の
布図をみると，羽茂町南部周辺には，赤坂，国仲，住吉 5段丘が更新世段丘群，下位の2段が完新世段丘(第6
野城の各面が分布する。筆者らの結果に比較すると，つ 段丘と1802年段丘)であるとしづ。更新世段丘はいずれ
ぎのようになるであろう。 も厚さ 2m~3m 以内の薄い海成堆積物からなり，第 3
赤坂面大石山田 I面 段丘は堆積面の地形的追跡により国仲平野の国仲面に対
国仲面一大石山田E面?，大谷面 比されるとし，最終間氷期の海進期(“下末吉海進"， 12 
住吉野域面一? ノ 万年前〉に堆積したと考えられている。
b) つぎに，羽茂町周辺の段丘について調査した赤 筆者らは，羽茂平野東縁の段丘を検討した段階で，広
羽修(1972)によると，羽茂平野東縁に分布する段丘は 域的な対比をするのは早計であろうが，将来の見通しの
上位より，第1，第2，第3，第4段丘面の4面に区分 こともあるので，つぎにのベる。
された。筆者らの結果と比較すれば，面の分布に若干の 上位の段丘群である大石山田面群は，国仲平野の赤坂
違いをみるが，つぎのようになるであろう。 面，小木半島の第1，第2段丘面に対比されるのであろ
第1段丘面一大石山田 I面 う。これは面のよく発達した上位にある段丘で，くさり
第2段丘面一大石山田E面 礁が大石山田面と赤坂面の堆積物として共通することに
第3段丘商一大谷面 よる。
第4段丘面一岡田面群 つぎに，大谷面群は国仲平野の国仲面，太田陽子ほか
の 田村明子 (1979) は佐渡島の段丘を 9 段:日 Cl~ (1976)の見解を考慮すると，小木半島の第3段丘に対
3)， T (1~4) ， L Cl~2) に分け， H と T 段丘を更新 比される。堆積物はくさり磯層を伴わず，国仲層に対比
世段丘， L段丘を完新世段丘としている。羽茂周辺に されるとみられる大谷層がある。国仲及び大谷段丘は数
は Tl~3 と完新世段丘が発達するとしているので， 10m の堆積物からなる堆積段丘として共通する点があ
筆者らの結果に比較すれば，つぎのようになる。 るし，面の相対的高度も一致するであろう。小木半島で
Tl 大石山田 I面 は厚い堆積物を伴わない点、は羽茂，国仲地域と異なる事
T2一大石山田E商と大谷面の一部 である。これは古地形・古地理の相違によるのであろ
T3一大谷面群 う。
以上，これまでの研究結果を比較すると，結論に相異 岡田面群は小木半島の第4及び第5段丘面に対比され
点をみいだすことができる。例えば“高位"の段丘の認 る。国仲平野の段丘には対比される商を求めることがで
識はほぼ一致しているものの，大石山田E面と大谷扇の きないが，地下の埋没段丘を含めた今後の再検討に待ち
一部の認識には研究者によって相異をみる。大谷面にっ たし、。
いてはいずれの研究者も認識しているが，面の分布につ 3. 段丘群の特徴と問題点
いてはくい違いをみるし，数 10mの栓積物からなる段 羽茂平野周辺の段丘群は平野の東側によく発達し，面
丘としての認識は欠けているように思える。岡田面群に の高度，分布，堆積物などにより， 3群に分けられる。
ついては，分布の狭いこともあってみのがされがちであ 各菌群を大石山田面群，大谷面群，岡田面群と命名し
る。 た。それぞれの面はさらに2~3面に区分される。
2. 国仲平野，小木半島の段丘群との対比 a 大石山田菌群
国仲平野は段丘を広く発達させ，佐渡国仲平野団体研 上位に位置し，その海抜高度は 75m~135m である。
究グループ (1966)がこれを上位より，赤坂面，国仲 面は平坦面を残すが，深い谷を発達させる。面の広さも
面，住吉野域面に区別した。赤坂段丘は褐色粘土，くさ 他の段丘群に比べて大きし、。 これらは薄い堆積物をの
り磯層からなる赤坂層，国仲段丘は数 10mの粘土， せ，厚いところでも lm~2m にすぎなし、。礁は風化が
砂，礁層の国仲層によって構成され，後者の地質時代は 著しく，粘土化，赤色土化しているのが特徴である。海
リス/ウルム間氷期の地層と推定されている。 岸部の海蝕作用による海成段丘と考えている。
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b 大谷面群
海抜高度 45m~叩m に位置しており，上位の大石山
田部群に比べて分布は狭く，開析度の大きいのが特徴で
ある。
堆積物はおもに際・砂・泥であり，上位の大石山田面
群にみられるくさり礁はみられない。岩相から下部層，
中部層および上部層に大別される。大谷周辺では，上部
層の砂層が大石山図面にオーパーラップしている。
大谷層の層厚は 30mと著しく厚く，国仲平野におけ
る国仲層に匹敵するものである。これだけの厚さの段丘
堆積物は，小佐渡周辺では小木半島，小木町北部には求
められず，本地域だけであり，非常に特異な存在であ
る。
堆積環境については，下部層は礁の産状などから陸成
層と考えられる。中部層および上部層は，海棲の珪藻化
石の産出，砂の産状などから海成層と考えられるが，詳
しくは，後の研究をまたねばならない。また，中部層産
出の植物化石からは現在とほぼ同様な古気候が推定され
る。
大谷層の下位層は先第四系で，本層はこれに一部アパ
ットという不整合の形態を呈している。このことから，
本層堆積前広おける谷の形成とそれに続く海進が考えら
れる。この際，大谷層の下部層とみられる地層が堆積を
始めたのは，この地域や国仲平野に求めることができ，
(中部層)~上部層へ向うにしたがって，小木半島，真野
湾東岸，二見半島など広大な波蝕台を形成し，堆積の場
を拡大するに至った可能性がある。また，大谷震の堆積
の場である谷の形成は，周囲の先第四系の構造と考え合
わせると，単に基盤岩の浸蝕の難易によるばかりではな
く，羽茂川に沿う断層群の運動とも関連しているのでは
ないかと推定される。
c 岡田商群
下位に位置する段丘群で平野側或いは羽茂川沿いに狭
く分布する。堆積物は数 m と薄く，粘土，砂礁からな
る。これは旧羽茂川の河床堆積物か扇状地性の堆積物と
考えられ，河床ないしは平野の周縁部の扇状地，度錐な
どが段丘化したものであるう。大谷面群とは商の形状，
分布，堆積物などで著しく異なる。
大谷層を堆積した海進後，著しい海退を伴なう時代に
形成された段丘群であり，これらはウルム氷期の時代に
形成されたものと推定される。最下位の段丘は完新世段
丘の可能性もあるが，不明である。
今後，佐渡島においても地域的な差異があるといわれ
ている基盤の隆起運動〈太田， 1964;岡村， 1979)とも
考え合わせて，検討していく必要がある。
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